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uj(i)-(ト e)I(u(i(i)･芸if(uj-1(i)･f,･'1(i)), (3'-0,1,2,-,N-1) (2)
(uN(i)=uoという周期境界条件をとる)である｡
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図 2:dynamiCalglassのアトラクターへの
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図 5:61(i)の時系列を示したものである.
4つの乃準アトラクター竹を カオス的に巡る























だが,この系では並進対称性によりC> C.ではAに当たるア トラクターが複数共存 (Ai)す
る｡この場合,Aiの不安定化に際し相空間の大域的な構造によって複数の "準アトラクター"(元
の Ai近傍の何 らかの準安定的な構造)をカオス的に巡る運動が発生する(図5)oこの'準ア ト
ラクター"間の間欠的連動は,Ai近傍の局所的な不安定化によって起こるが,その時間スケール
は"準アトラクター "でのオンオフ間欠性の時間スケールより長 く(図6)相空間の大域的な構造
の中で実現されているものである｡【6]3
冒頭に ｢幾つかの試み｣と述べたが,これらの試みは互いに絡み合いながら大自由度カオスの間欠性を
解明する方向を日精している｡例えば,1a)項のdynamiCalglassへの遅い濃和は,実空間での局所的な構
造が版に安定化 (defectの消失)する過程である.これを相空間の軌道で見ると多様体M上を長時間運
動していた軌道がより少数自由度の多様体〟′上の運動に制限され,更に〟〟にという過程と言える｡こ
の時,叫 からM/へM/からM〟への時間的転移は4項で述べた大自由度カオスの間欠性との関連が予
感される｡又,2項の時空カオス中の長時間相関は(より)直凄的に4項に絡むと考えられる｡但し,この
長時間相関の指数は1.5に限らず3,4b)項の指数1.5とは一致しないので,何らかの更なる仕掛けの存在
が予想される｡その1つは大自由度カオスにおいてリアプノフスペクトルが0近傍に集積することである
【5】｡このことは4b)項と類似の転移が連続的に起こっていることを示唆させ,その時の間欠性が如何なる
ものかの解明が重要となる｡【71
低次元カオスの研究においては,時系列の (決定論であるが長時間で確率的に見える)振る舞いと相空
間でのアトラクターの構造という2つの側面が不可欠であった｡大自由度系では相空間の構造は極めて複
雑であるが, (この研究でも見られたように)それをうまく切り出す事と,時系列の振る舞いの研究とが
寄掛 こ絡むことが大自由度カオスを解き明かす鍵となると思う｡更に,｢どう見るか見えるか｣という面
も見逃せない｡つまり,相空間の構造の変化や特定の変数の時間変化を我々が ｢どう見る｣か我々が興味
ある運動の中で ｢どう見える｣かを考えねばならない面もあるように感じられる｡ (紙数は尽きた後は思
考の間欠的放浪の旅へ)
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